
地球と地域を
元気にする
NPO法人

特集

特集

特集

沖縄県広報誌｢美ら島沖縄｣は、県の施策や
情報をわかりやすく県民のみなさまにお伝
えする冊子です。公共機関や学校、銀行、病
院など多くの方が利用する施設でご覧にな
ることができるほか、沖縄ファミリーマー
トの店舗で無料配布しています。

沖縄県広報誌「美ら島沖縄」について

＊

http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

本号とバックナンバーは県広報課
ホームページでご覧になれます。

身
近
に
あ
る
地
元
の
素
材
を
使
っ
て

昔
な
が
ら
の
遊
び
に
挑
戦
す
る
「
う
ち
な
〜
流
エ
コ
」
。

お
日
様
や
風
を
感
じ
て
、
親
子
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
を
再
発
見
し
て
み
よ
う
！

⑤熱が少し冷めたら、アロマオイルを入れる。

　完全に固まったら完成！

火をつけると、アロマオイル　　　のいい香りが広がる廃油キャンドル

TEL.098-866-2020 

「
廃
油
で
キ
ャ
ン
ド
ル
」づ
く
り

◇ 用意するもの◇

①クレヨンをカッター
　で削る。グラスの高
　さと同じくらいの長
　さのたこ糸を用意
　し、洗濯ばさみで
　はさむ。

廃油、アロマオイル、
油の凝固剤、たこ糸、鍋、
透明なグラス、クレヨン、
はさみ、カッター、洗濯
ばさみ、割り箸、軍手

②廃油を鍋に入れて 
　弱火にし、温まっ
　たらクレヨンを入
　れてよく溶かす。

③火を止めて、油に
　凝固剤を入れる。

④ ③をグラスに入れ
　る。①のたこ糸を真
　ん中にセット。

田中 啓介さん
ホールアース自然学校コーディネー

ター。NPO 法人沖縄ホールアース事務

局長。国際交流・国際協力・環境教

育の３つの橋渡しを目指し、行政や

企業・地域の人々と一緒に、まちづ

くりや人材育成を進めている。

「沖縄ホールアース研究所」

遊んで学ぶ自然教室 親子エコくらぶ　
「廃油でキャンドル」づくり

ホントウアカヒゲ

県政フラッシュ  

中小企業の活動を支援します ～県融資事業～

沖縄のコンテンツを活用した
新商品開発・地域おこし

議会１００年のあゆみ
～議会１００年記念の取り組みについて～

守りたい自然  ～おきなわの彩鳥（いろどり）～

仕事の現場ウォッチング

販売のシゴト（インテリアショップスタッフ）

県のうごき1
那覇空港滑走路増設案の決定に向けて
（構想段階の結果報告）

県のうごき2

移民県沖縄  ～北米沖縄県人会創立百周年～

情報ひろば　お知らせ

輝け！わした島の未来「沖縄元気プロジェクト」
大宜味村

　

揚
げ
物
に
使
っ
た
廃
油
で
、
素
敵
な
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
は
、
お

父
さ
ん
と
仲
良
し
兄
妹
の
渉
く
ん
（
小
五
）

と
華
奈
ち
ゃ
ん（
小
一
）の
安
里
さ
ん
親
子
。

　

ま
ず
は
、
使
う
グ
ラ
ス
と
キ
ャ
ン
ド
ル

の
色
を
決
め
、
手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
な
が
ら
ク
レ
ヨ
ン
を
カ
ッ
タ
ー
で
削

り
ま
す
。

　

「
渉
く
ん
は
カ
ッ
タ
ー
使
え
る
か
な
？
」

と
田
中
先
生
。「
使
え
る
よ
！
」
と
む
っ
と

し
た
表
情
の
渉
く
ん
で
す
が
、「
親
指
を
こ

う
使
う
と
い
い
よ
」
と
教
え
て
も
ら
い
、

少
し
ず
つ
上
手
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て

本
人
も
満
足
気
で
す
。

　

次
に
グ
ラ
ス
の
高
さ
と
同
じ
く
ら
い
の

長
さ
の
た
こ
糸
を
洗
濯
ば
さ
み
で
は
さ
み

ま
す
。

　

準
備
が
整
っ
た
ら
鍋
に
廃
油
を
入
れ
、

弱
火
で
温
め
ま
す
。
削
っ
た
ク
レ
ヨ
ン
を

入
れ
て
か
き
混
ぜ
、
き
れ
い
に
溶
け
た
ら

火
を
止
め
、
油
の
凝
固
剤
を
入
れ
て
ま
た

か
き
混
ぜ
ま
す
。

　

完
全
に
溶
け
た
ら
廃
油
を
グ
ラ
ス
に
注

ぎ
、
た
こ
糸
を
真
ん
中
に
セ
ッ
ト
。
渉
く

ん
と
華
奈
ち
ゃ
ん
は
、
真
上
や
横
か
ら
見

て
チ
ェ
ッ
ク
。
真
剣
な
表
情
で
す
。

　

グ
ラ
ス
の
熱
が
冷
め
る
の
を
待
つ
間
、

ち
ょ
っ
と
お
勉
強
タ
イ
ム
。「
二
〜
三
滴
の

廃
油
を
海
に
捨
て
た
ら
、
魚
が
元
気
に
住

め
る
元
の
き
れ
い
な
海
に
す
る
た
め
に
、

ど
の
く
ら
い
の
水
が
必
要
？
」
と
、
田
中

先
生
が
問
題
を
出
し
ま
す
。「
①
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
一
本
分
＝
約
一
リ
ッ
ト
ル
、②
バ
ケ
ツ

二
杯
分
＝
約
二
十
リ
ッ
ト
ル
、③
浴
槽
一
杯

分
＝
約
三
百
リ
ッ
ト
ル
」。

　

「
③
番
！
」
と
元
気
に
答
え
た
渉
く
ん
。

正
解
！
沖
縄
の
き
れ
い
な
海
を
守
る
た
め

に
も
廃
油
の
処
分
に
つ
い
て
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
グ
ラ
ス
が
冷
え
て
き
た
の
で
、

好
き
な
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
選
ん
で
二
〜
三

滴
入
れ
ま
す
。こ
う
す
る
と
、
キ
ャ
ン
ド
ル

を
燃
や
し
た
時
に
い
い
香
り
が
し
ま
す
。

　

廃
油
が
固
ま
っ
て
き
た
ら
、
グ
ラ
ス
の
周

り
を
き
れ
い
に
拭
き
ま
す
。
そ
っ
と
洗
濯
ば

さ
み
を
取
り
、
た
こ
糸
を
グ
ラ
ス
の
高
さ
に

合
わ
せ
て
カ
ッ
ト
。
た
こ
糸
に
少
し
油
を
染

み
込
ま
せ
た
ら
完
成
で
す
。

　

「
思
っ
た
よ
り
簡
単
に
で
き
ち
ゃ
っ
た
。

楽
勝
！
」
と
自
信
満
々
の
渉
く
ん
。
出
来
上

が
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
て
「
お
花
み
た

い
で
し
ょ
」
と
笑
顔
の
華
奈
ち
ゃ
ん
。
お
父

さ
ん
も
「
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
い
い
で
す

ね
。
早
速
家
で
も
作
っ
て
み
ま
す
」
と
、
大

満
足
の
三
人
で
し
た
。

色
と
り
ど
り
の

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
に
挑
戦
！

廃
油
を
捨
て
る
と

沖
縄
の
海
は
ど
う
な
る
？

「廃油でキャンドル」を作ろう！

URL：https://blog.canpan.info/okinawa‑wens
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K E N S E I  F L A S H

県政

フラッシュ
4月・5月の動き

　参議院外交防衛委員会（榛葉賀津也委員長）の委員ら9名が在沖米海兵隊のグアム移転協定に関

する調査のため来県し、米軍普天間飛行場とキャンプ・シュワブを視察した後、那覇市内のホテルで仲

井眞知事らと意見交換を行った。

　仲井眞知事は、普天間飛行場代替施設

の沖合への移動、日米地位協定の抜本的

な改定、米軍再編の確実な実施などにつ

いて要請するとともに、「県民の基地負担

軽減に繋がる」として、グアム移転協定締

結による在沖米海兵隊のグアム移転の確

実な実施と嘉手納飛行場より南にある施

設や区域の返還計画の詳細を早急に作

成し、公表することを同委員会に求めた。参議院外交防衛委員会との会談の様子

県・市町村行政連絡会議の様子

　今国会で沖縄科学技術大学院大学学園

法案の成立が危ぶまれている状況を受け、

沖縄科学技術大学院大学設置促進県民

会議は8日に緊急総会を開いた。

　会長の仲井眞知事は「世界最高の研究・

教育水準を有する沖縄科学技術大学院大

学の設置は沖縄の自立的発展の鍵として

も必要不可欠だ。３月に国会へ提出された同法案が未だ審議されておらず、今

国会で成立しなければ、平成24年の開学が難しくなる。早急に審議し、成立さ

せたい」とあいさつし、同法案の早期成立を求めるための決議を採択した。

　仲井眞知事ら要請団は13日に上京し、法案の審議に関係する国会議員等を

訪ね、要請を行った。

面談　参議院外交防衛委員会
在沖米海兵隊のグアム移転について意見交換在沖米海兵隊のグアム移転について意見交換
面談　参議院外交防衛委員会
在沖米海兵隊のグアム移転について意見交換

平成21年春の叙勲伝達式
受章者16人に勲記と勲章を伝達
平成21年春の叙勲伝達式
受章者16人に勲記と勲章を伝達

沖縄科学技術大学院大学学園法案の
早期成立について国会議員へ要請
沖縄科学技術大学院大学学園法案の
早期成立について国会議員へ要請

平成21年度 県・市町村行政連絡会議
県の医療体制のあり方などについて意見交換
平成21年度 県・市町村行政連絡会議
県の医療体制のあり方などについて意見交換

　平成21年度の県・市町村行政連絡会議

が那覇市内のホテルで行われ、仲井眞知事

をはじめ、県幹部と市町村長、議長らが出席

し、様々な議題について議論した。

　議題の中で県は新型インフルエンザが世

界各地で流行していることから、県内で同

インフルエンザが確認された場合の対策と

して、市町村に相談窓口や対策本部の設置などを検討するよう求めた。

　また、特別議題として挙がった沖縄県の医療体制のあり方について、仲井眞知

事は「市町村とともにいい医療ができるようにしたい」と話し、県立病院の独立行

政法人化について県の立場を説明するとともに市町村と意見交換を行った。

あいさつする仲井眞知事

仲井眞知事と平成21年春の叙勲受章者

要請団長として要請を行う仲井眞知事

受章者を代表してあいさつする渡久地裕　氏

緊急総会にて決議を採択

日誌
県政

51万8,367世帯世帯
※前月比1,335世帯減

沖縄の人口
世帯の動き

平成21年4月1日現在

137万6,996人人口
※前月比4,733人減

委員らに説明する仲井眞知事

4　

月A
P
R
IL

17日18日19日20日21日22日23日24日27日28日30日
首
里
城
復
元
期
成
会
解
散
式
典

琉
球
海
炎
祭
2
0
0
9

第
2
2
6
回「
世
界
を
考
え
る
京
都
座
会
」

沖
縄
の
ま
ち
づ
く
り
行
政
に
関
す
る
意
見
交
換
会

め
ん
そ
ー
れ
沖
縄
県
民
運
動
推
進
協
議
会
臨
時
総
会

平
成
21
年
度
沖
縄
平
和
賞
委
員
会
総
会

沖
縄
経
済
同
友
会
第
30
回
通
常
総
会
懇
親
会

み
ん
な
で
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
推
進
本
部
会
議

平
成
21
年
度　

県
・
市
町
村
行
政
連
絡
会
議

2
0
0
9
沖
縄
伝
統
空
手
道
世
界
大
会

第
二
回
実
行
委
員
会
総
会

海
上
自
衛
隊
航
空
集
団
司
令
官

倉
本
憲
一
海
将

日
本
酒
造
組
合
中
央
会
副
会
長

　

見
敏
彦
氏

駐
日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
特
命
全
権
大
使

ダ
ニ
エ
ル
・
ポ
ル
ス
キ
氏

参
議
院
外
交
防
衛
委
員
会

面談表敬表敬表敬表敬要請

吉
本
興
業（
株
）代
表
取
締
役
社
長

大
崎
洋
氏

南
北
大
東
村
長

仲
田
建
匠
氏
、宮
城
光
正
氏

　平成21年春の叙勲伝達式が那覇市の知

事公舎で行われ、仲井眞知事から地方自

治、公衆衛生、職業訓練、社会福祉の各分

野における功績を認められた受章者16人

に対し、勲記と勲章を伝達した。

　仲井眞知事は、「今日の沖縄県の発展は、

各分野において素晴らしい功績を挙げられ

た皆さんの真摯な努力と郷土愛の賜物だ」

と受章者の功績を称えた。

　地方自治功労で旭日小綬章を受章した元名護市長の渡久地裕　氏が受章

者を代表し、「私たちの努力が戦後の沖縄県の発展に貢献できたのは多くの

先輩の指導と関係者の温かい協力のおかげだ」と受章の喜びを語った。

5　

月M
A
Y

赤
十
字
社
社
費
贈
呈
式

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
設
置
促
進
県
民
会
議
総
会

第
29
回
日
中
経
済
知
識
交
流
会
歓
迎
宴

沖
縄
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議

平
成
21
年
春
の
叙
勲
伝
達
式 

沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友
会
代
表
理
事

糸
数
久
美
子
氏
ほ
か

表敬
総
務
省
官
房
審
議
官

須
江
雅
彦
氏

表敬
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

石
川
邦
大
氏

表敬
沖
縄
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長

宮
里
一
郎
氏

要請
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
法
案
の
早
期
成

立
に
つ
い
て

要請
う
る
ま
市
長　

知
念
恒
男
氏

表敬

1日7日8日13日 11日14日15日



2. 保証依頼

3. 保証承諾

原資預託

1-2. 融資依頼

1. 融資依頼
(金融機関が申込先の場合)

1. 融資斡旋申込
※融資斡旋が必要な場合

認定等申込

認定書等交付

※融資対象となるための
   認定が必要な場合

Special Edition

11
1Special Edition

利 用 で き る 方

資 金 使 途
融 資 限 度 額
融資期間（据置期間） 
融 資 利 率

保 証 料 率

担 保・保 証 人

●

●
●
●
●

●

●

運転資金
2,000 万円
5年以内（1年以内）
固定金利　年 2.60％

0.45％から1.40％ 

必要に応じて求める

売上減少等により資金繰りが厳しく
なっている中小企業者、協同組合等。
特定中小企業者として市町村長の認
定を受けた国のセーフティネット保証
（5号）利用者も利用可能です。

（ただし、市町村長認定の場合、年 2.40％）  

（ただし、市町村長認定の場合、0.55％） 

（法人は、代表者を保証人とする。） 

中小企業セーフティネット資金
利 用 で き る 方

資 金 使 途
融 資 限 度 額
融資期間（据置期間） 
融 資 利 率

保 証 料 率

担 保・保 証 人

●

●
●
●
●

●

●

運転資金
1,000 万円
7年以内（1年以内）
固定金利　年 2.30％

0.00％

必要に応じて求める

原油・原材料等の仕入価格高騰の影
響で資金繰りが厳しくなっている小規
模企業者で、商工会、商工会議所が認
定した者。

（法人は、代表者を保証人とする。）

原油•原材料高騰対策支援資金

売上の減少や原油•原材料等の仕入価格の高騰により経営状況が悪化している事業者の資金繰りを支援します。

沖縄県融資制度の流れ
保証料保証料

4. 融資実行

中
小
企
業
者

融
資
斡
旋
先

認
定
等
申
込
先

取

扱

金

融

機

関

沖
縄
県
信
用
保
証
協
会

沖
　

縄
　

県

その他の沖縄県融資制度資金

短期的な運転資金を必要とする中小企業者。

◎零細企業、小規模企業者を支援します。

◎雇用促進を図る事業者を支援します。

小規模企業対策資金
（特別小口貸付）

小口零細企業資金

小規模企業対策資金
（一般貸付）

従業員20人以下の企業
（商業・サービス業は５人以下）

雇用創出促進資金

※融資は原則、沖縄県信用保証協会の保証付きです。　※金融機関と沖縄県信用保証協会の審査が必要です。　※融資利率は、固定で年2％台です。（一部、資金を除く。）

従業員20人以下の企業（商業・サービス業は
５人以下）市町村又は商工会、商工会議所
のあっせんが必要です。

観光関連の事業を営み地域の観光振興に寄
与する中小企業者、協同組合等。商工会、商
工会議所の認定が必要です。

オキナワ型産業（健康食品産業、バイオ関連
産業、健康サービス産業、泡盛産業、工芸産
業、 環境関連産業）を営む中小企業者、協同
組合等。

特別自由貿易地域、情報通信産業振興地域
等において工場、事業所を設置する方。

従業員20人以下の企業（商業・サービス業は
５人以下）で、中小企業信用保険法に規定す
る特別小口保険に該当する方。
市町村又は商工会、商工会議所のあっせん
が必要です。

新たに常時使用する従業員を1名以上雇い
入れようとする中小企業者、協同組合等。商
工会、商工会議所のあっせんが必要です。

利 用 で き る 方融資制度資金名

利 用 で き る 方融資制度資金名

◎起業家、新たな製品・商品等を開発する方、
　新たな分野へ進出する方を支援します。

新事業分野進出資金

創業者支援資金

ベンチャー支援資金

独立・開業を行う者、又は開業後1年を経過
していない事業者。県産業振興公社又は商
工会、商工会議所の指導を受け、創業計画書
を作成する必要があります。

商品の開発又は生産、新役務の開発等の新
たな取り組みや生産、新製品、新技術等を開
発したもの。

現在の事業を行いながら、多角化や事業転換
により新たな事業分野に進出する事業者。
県産業振興公社又は商工会、商工会議所の
あっせんが必要です。

利 用 で き る 方融資制度資金名

◎観光リゾートや地域産業の振興のため積極的に
　取り組む事業者を支援します。

産業振興資金
（企業立地推進貸付） 

観光リゾート振興資金

産業振興資金
（オキナワ型産業振興貸付）

利 用 で き る 方融資制度資金名

◎事業再生に取組む事業者を支援します。

中小企業再生支援資金 沖縄県中小企業再生支援協議会の支援を
受け、再生支援計画を策定した中小企業者、
協同組合等。

利 用 で き る 方融資制度資金名

◎その他、県内の中小企業者を支援します。 

組織強化育成資金

経営振興資金

短期運転資金

商工業関係組合及び構成企業。
沖縄県中小企業団体中央会のあっせんが必
要です。

経営の近代化、合理化を図る中小企業者、協
同組合等。

利 用 で き る 方融資制度資金名

保証料補助

沖縄県緊急総合経済対策に関する融資制度資金

沖縄県融資制度
沖縄県

の

中小企
業の皆

さん

ちばり
よ～

お問い合わせ
制度について

保証について

認定について

▶
▶
▶

沖縄県観光商工部経営金融課

沖縄県信用保証協会経営支援課

事業所のある市町村の商工会、商工会議所

☎098－866－2343
☎098－863－5300

　県融資制度は、中小企業の事業活動に必要な資金
を融資することで資金調達の円滑化を図り、県内中小
企業の振興に寄与することを目的としています。
　長期・固定・低利の資金を提供するとともに、県信用
保証協会の債務保証を付け、金融機関からの融資の円
滑化を図ります。また、県が保証料補助を行うことで、
中小企業者に対する保証料率の低減を行っています。

中小企業の活動を
支援します

県融資事業
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沖
縄
音
楽
も
地
域
資
源

コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
例

企
業
等
へ
の
支
援
体
制
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098-859-6150
098-082-2672
098-052-4243
098-897-0111
098-859-6239
098-867-2141
098-860-1216

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

相談窓口（地域力連携拠点）
●沖縄県商工会連合会
●石垣市商工会
●名護市商工会
●宜野湾市商工会
●（財）沖縄県産業振興公社
●沖縄銀行
●琉球銀行

……

……………

……………

…………

…

…………………

………………… 映画「群青　愛が沈んだ海の色」（配給：20世紀FOX）

Special EditionSpecial Edition 2

　

魅
力
あ
る
沖
縄
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し
て
新
し
い

事
業
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

県
は
国
と
連
携
し
、
関
係
機
関
を
通
し
て
地
域
資
源

の
活
用
促
進
と
中
小
企
業
や
農
漁
業
者
を
応
援
す
る
た

め
の
各
種
の
施
策
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

活
用
し
た
新
商
品
開
発
・

地
域
お
こ
し

沖
縄
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

活
用
し
た
新
商
品
開
発
・

地
域
お
こ
し

　

県
内
に
は
、
赤
瓦
屋
根
、
琉
球
舞
踊
や

組
踊
、
ゴ
ー
ヤ
ー
や
モ
ズ
ク
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、他
地
域
と
は
異
な
る
魅

力
あ
る
伝
統
文
化
・
歴
史
、食
材
等
、様
々

な
資
源
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
特
徴

あ
る
地
域
資
源
の
中
か
ら
、①
農
林
水
産

物
、②
産
地
の
技
術
（
伝
統
工
芸
品
等
）、

③
観
光
資
源
の
三
種
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら

を
活
か
し
た
新
し
い
商
品
開
発
を
支
援

す
る
仕
組
み
で
あ
る
「
地
域
資
源
活
用
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
始

ま
り
、多
く
の
農
水
産
物
を
利
用
し
た
商

品
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
沖
縄
音
楽
」な
ど
の
無
形
コ

ン
テ
ン
ツ
も
地
域
資
源
に
含
ま
れ
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

安
室
奈
美
恵
、
S
P
E
E
D
、
黒
木
メ

イ
サ
等
、
多
く
の
県
出
身
タ
レ
ン
ト
を
輩

出
し
て
い
る（
株
）沖
縄

ア
ク
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル

（
代
表
取
締
役　

マ
キ

ノ
正
幸
）で
は
、
総
合
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
企

業
へ
の
展
開
を
目
指

し
、経
済
産
業
省
の「
地

域
資
源
活
用
型
新
規
産

業
創
造
事
業
」
へ
応
募

し
、県
内
で
唯
一
、採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
事
業
で
は
、
観
光

客
減
少
の
打
開
策
の
一

つ
と
し
て
、
地
域
資
源
で
は
沖
縄
最
大
の

魅
力
で
も
あ
る「
海
」と
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

や
創
作
ダ
ン
ス
の
収
録
を
行
い
、
映
像
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
制
作
し
ま
し
た
。こ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
国
内
外
へ
広
く
告
知
で

き
る
よ
う
、
商
工
会
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

等
と
の
協
力
体
制
も
つ
く
り
な
が
ら
「
人

を
目
的
に
観
光
客
が
来
る
」仕
組
み
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、（
財
）
沖

縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
・
沖
縄

フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
等
の
協
力
を
得
て
、

ア
ジ
ア
最
大
の
映
画
見
本
市
で
あ
る
「
香

港
フ
ィ
ル
マ
ー
ト
」（
主
催　

香
港
貿
易

発
展
局
）
に
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
初
出
展

し
、
世
界
の
映
像
関
係
者
へ
紹
介
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
利
用
の
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、六
月
二
十
八
日（
日
）

午
後
六
時
よ
り
、
か
で
な
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
に
て
A-

L
i
v
e
（
エ
ー
ラ

イ
ブ
）」が
公
演
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
の
音
楽
は
観
光
客
に
と
っ

て
沖
縄
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
県
内
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
民
謡
酒
場

や
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
な
ど
の
音
楽
施
設

に
つ
い
て
の
知
名
度
は
ま
だ
低
く
、
沖
縄

県
民
で
す
ら
知
ら
な
い
、
又
は
知
っ
て
い

て
も
足
を
運
ん
だ
事
が
な
い
と
い
っ
た

と
こ
ろ
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
沖
縄
着
う
た
ケ
ー
タ
イ
サ
イ

ト
「
沖
縄
ち
ゅ
ら
サ
ウ
ン
ズ
」
を
運
営
す

る
ゆ
い
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
（
代
表
取
締

役　

山
城
加
寿
）で
は
、
地
域
資
源
活
用

事
業
の
支
援
を
受
け
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
既
存
の
音
楽
施

設
の
イ
ベ
ン
ト
十
六
カ
所
に
観
光
客
五

〇
〇
名
を
無
料
招
待
。沖
縄
の
音
楽
を
観

光
客
に
実
際
に
体
感
し
て
い
た
だ
き
、
意

識
調
査
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
沖
縄
フ
ァ
ン
を
着
実
に
増
や
す
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、沖
縄
県
も
ず
く
養
殖
業
振
興

協
議
会
や
渡
名
喜
村
な
ど
で
は
二
〇
世

紀
フ
ォ
ッ
ク
ス
映
画
が
配
給
し
、
六
月
二

十
七
日
か
ら
公
開
す
る
映
画「
群
青　

愛

が
沈
ん
だ
海
の
色
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
映
画
を
題
材
に
し
た
共
同
商
品
開

発
、
共
同
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
渡
名
喜
島
で

の
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
な
ど
各
種
連
携
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。今
後
、
各
種
コ
ン
テ
ン

ツ
と
農
商
工
連
携
に
よ
る
商
品
開
発
や

地
域
お
こ
し
の
取
り
組
み
が
大
き
く
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
し
い

事
業
の
創
出
を
促
進
す
る
た
め
、国
と
連

携
し
、
関
係
機
関
を
通
し
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。特
に
、
日
本
の
強
み
で
あ
る「
つ

な
が
り
の
力
」
を
更
に
強
化
し
、
経
営
力

の
向
上
や
事
業
承
継
等
、中
小
企
業
が
直

面
す
る
課
題
に
対
し
て
き
め
細
か
な
支

援
を
行
え
る
よ
う
県
内
七
カ
所
に
相
談

窓
口
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

アクターズスクール制作の観光客誘致用DVD等
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3
3

～議会100年記念の取り組みについて～

議
長
あ
い
さ
つ

　

今
年
は
、明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九
年
）に
沖
縄
県

会
が
発
足
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の

年
に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
我
が
沖
縄
県
民
は
、
戦
後
の
廃
墟
の
中
か

ら
郷
土
の
復
興
に
い
ち
早
く
立
ち
上
が
り
、
二
十
七
年

に
も
及
ぶ
米
軍
施
政
権
下
の
様
々
な
苦
難
に
耐
え
、
日

本
復
帰
後
の
幾
多
の
困
難
を
も
克
服
し
て
、
今
日
の
平

和
と
繁
栄
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
県
議
会
は
、
現
在
の
県
議
会
制
度
の
芽
生
え
と

な
っ
た
沖
縄
県
会
の
発
足
か
ら
議
会
一
〇
〇
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
先
人
の
英
知
と
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た
貴
重
な
歴
史
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
未
来
に
向
け
、
県
議
会
が
恒
久
平
和
実

現
に
取
り
組
む
決
意
を
県
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、
来

る
六
月
定
例
会
に
お
い
て
「
議
会
一
〇
〇
年
に
関
す
る

決
議
」を
行
い
ま
す
。

  

本
県
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
全
議
員
が
力
を
あ
わ
せ

て
、
県
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く
、
良
識
の
あ
る
言
論

の
府
と
し
て
、
な
お
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
く
決

意
で
あ
り
ま
す
。

西
暦（
和
暦
）

歴
史
年
表

本

県

事

項

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
年
）

一
九
一
五
年（
大
正
四
年
）

一
九
二
〇
年（
大
正
九
年
）

一
九
二
一
年（
大
正
十
年
）

一
九
四
一
年（
昭
和
十
六
年
）

一
九
四
五
年（
昭
和
二
十
年
）

一
九
五
二
年（
昭
和
二
十
七
年
）

一
九
五
三
年（
昭
和
二
十
八
年
）

一
九
五
四
年（
昭
和
二
十
九
年
）

一
九
七
二
年（
昭
和
四
十
七
年
）

一
九
九
二
年（
平
成
四
年
）

二
〇
〇
九
年（
平
成
二
十
一
年
）

特
別
府
県
制
施
行

第
一
回
沖
縄
県
会
開
催（
倹
徳
館
を
改
装

し
た
県
会
議
事
堂
に
て
）

県
会
議
事
堂
、那
覇
美
栄
橋
に
新
築

特
別
県
政
・
町
村
制
撤
廃

那
覇
・
首
里
市
制
施
行

真
珠
湾
攻
撃
、太
平
洋
戦
争
開
戦

三
月 

米
軍
、沖
縄
上
陸

六
月 

沖
縄
戦
、組
織
的
戦
闘
終
結

八
月 

日
本
降
伏
、太
平
洋
戦
争
終
結

　
　

 

沖
縄
諮
詢
会
発
足

琉
球
政
府
設
立

第
一
回
立
法
院
議
会
開
催（
戦
災
を
免
れ
た

円
山
号
デ
パ
ー
ト
に
て
）

奄
美
諸
島
本
土
復
帰

立
法
院
議
事
堂
新
築（
旧
議
会
棟
）

本
土
復
帰

第
一
回
沖
縄
県
議
会
開
催

沖
縄
県
議
会
棟
竣
工（
現
議
会
棟
）

議
会
一
〇
〇
年
記
念
行
事
実
施

100

議
会
一
〇
〇
年
記
念
各
行
事
の
紹
介

　

沖
縄
県
議
会
で
は
、議
会
一
〇
〇
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、記
念
行
事
等
を
実
施
す
る
た
め
、

議
会
一
〇
〇
年
記
念
取
組
検
討
小
委
員
会
を

設
置
し
検
討
を
重
ね
、各
派
代
表
者
会
に
お
い

て
六
月
定
例
会
の
開
会
日
を
中
心
と
す
る
諸

行
事
等
を
執
り
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
当
日
に
実
施
さ
れ
る
主
な
記
念
行

事
等
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

議会100年記念取組検討小委員会の様子

府県制施行第１回沖縄県会議員(明治42年7月)　於:県会議事堂前「五味武資料」より

戦災を免れた円山号デパート（昭和27年）
第1回から第4回までの立法院議会が開催された。

南 陽 館（明治末頃）
第8回から第10回までの沖縄県会が開催された。沖
縄最初の洋風建築。写真中央の2階建洋風木造館。
手前は久茂地川。
「写真集　沖縄～失われた文化財と風俗～」より

　

一
〇
〇
年
を
記
念
し
、元
立
法
院
議
員
や

元
県
議
会
議
員
を
招
い
て
、県
議
会
本
会
議

場
で
、県
立
芸
術
大
学
の
学
生
が
琉
球
古
典

音
楽
を
演
奏
し
ま
す
。

【
日
時
】六
月
定
例
会
開
会
日

　
　
　

本
会
議
開
会
前（
午
前
九
時
三
〇
分
）

【
場
所
】県
議
会
庁
舎
四
階
本
会
議
場

　

一
〇
〇
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、県
議
会

と
し
て
の
決
意
を
表
明
し
ま
す
。

【
期
日
】六
月
定
例
会
開
会
日

【
場
所
】県
議
会
庁
舎
四
階
本
会
議
場

　
「
緑
の
募
金
」か
ら
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て

寄
贈
さ
れ
た
記
念
木
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。

【
期
日
】六
月
定
例
会
開
会
日

【
場
所
】県
議
会
庁
舎
敷
地
内

　

一
〇
〇
年
を
記
念
し
、全
議
員
で
甕
に
泡

盛
を
注
ぎ
、今
後
一
〇
〇
年
間
貯
蔵
し
ま
す
。

泡
盛
と
甕
は
、沖
縄
県
酒
造
組
合
連
合
会
か

ら
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

【
期
日
】六
月
定
例
会
開
会
日

【
場
所
】県
議
会
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー

　

一
〇
〇
年
の
歴
史
を
写
真
等
や
映
像
で
振
り

返
り
ま
す
。

【
期
間
】六
月
定
例
会
開
催
期
間
中

【
場
所
】県
議
会
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー

琉
球
古
典
音
楽
演
奏

1
決　

議

2
記　

念　

植　

樹

3

一
〇
〇
年
古
酒

4
記
念
写
真
展
等

5

大正時代の沖縄県会議事堂
第11回以降の沖縄県会が開催された。太平洋戦争
で消滅。



国頭村

大宜味村
東村

代表的な
スポット

「ホントウアカヒゲ」

全長約 14cm、頭部から背中にかけては赤橙色で、

雄は胸が黒いのが特徴。

美しい声でさえずります。

やんばるにのみ分布しており、

近年は外来種のマングースによる捕食などの影響で、

生息域が減少しつつあるようです。

現在、やんばるの貴重な小動物を守るため、

外来種であるマングースの捕獲作業が行われています。

写真は、初夏の森で出会った巣立ったばかりの雄の幼鳥。

警戒心が薄く、すぐそばに近寄ってきました。

愛らしい姿と美しい鳴き声で魅了する留鳥

スズメ目ツグミ科　　　　　　　　　　　　　　 国指定天然記念物

レッドデータ沖縄、環境省レッドリスト共に「絶滅危惧ⅠB類」に分類



こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

一
日
の
平
均
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

就
職
し
た
後
で
、
こ
の
仕
事
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
は
？

仕
事
の
苦
労
は
？

や
り
が
い
を
感
じ
る
瞬
間
は
？

今
ま
で
に
仕
事
を
辞
め
た
い
と

思
っ
た
こ
と
は
？
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

職
場
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
秘
訣
は
？

自
分
の
経
験
か
ら
同
じ
道
を

め
ざ
す
人
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
！

興味のあるシゴトはあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！そんな思いに応えてさまざまなシゴトをリポート！

ヒントはいつも現場にありました！

「販売のシゴト（インテリアショップスタッフ）」●今月のシゴト・ターゲット

ホームファニシングストア  マックスプラス古島店  1階雑貨・インテリアグリーン担当　仲里 裕貴さん（25歳）

流
行
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

提
案
す
る

「
住
空
間
の
仕
掛
け
人
」。

豊
富
な
知
識
と

多
角
的
な
視
点
が

求
め
ら
れ
る
シ
ゴ
ト
。

問い合わせ先：
（財）雇用開発推進機構
　那覇市小禄1831番地1沖縄産業支援センター7階
　Tel 098-859-6140  Fax 098-859-6220
　URL http://www.empact.or.jp

　

一
見
華
や
か
に
見
え
ま
す
が
、意
外

と
裏
方
作
業
が
多
い
仕
事
で
す
。商
品

の
発
注
や
入
荷
商
品
の
検
品
、荷
物
の

移
動
他
、チ
ラ
シ
広
告
の
内
容
や
季
節

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た

P
O
P
制
作
、店
内
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

変
更
な
ど
、作
業
の
種
類
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
際
に
活
用
で
き
ま
す

が
、現
場
で
は
資
格
よ
り
も
む
し
ろ
や

る
気
や
情
熱
、柔
軟
性
や
提
案
力
が
重

視
さ
れ
ま
す
。社
会
の
動
向
や
流
行
を

敏
感
且
つ
迅
速
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、豊
富

な
商
品
知
識
と
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
力
で

「
住
空
間
を
仕
掛
け
る
」こ
と
が
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
。そ
の
た
め
、商
品
知
識
や

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
常
に
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

チームをまとめる体育会系の良さは天性のもの。
いつも前向きな職場の“ムードメーカー”です！
お客様の要望や時代の変化に柔軟に応えるフットワー

クの軽さ、明るさにアルバイトの頃から注目していまし

たが、社員になってさらに成長しました。この仕事は提

案力が必須です。流行を敏感に捉え、住空間をどう素敵

に演出するかが問われます。今後はリーダーシップを発

揮し、問題意識を持って仕事に励んで欲しいですね。

上司からもヒトコト
インテリアや

雑貨が好きな

気持ちが

一番大切です。

業務連絡は

携帯電話で。

忙しいけど

充実してます。

イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ

ス
タ
ッ
フ
の
シ
ゴ
ト
と
は

1984年那覇市出身。高校卒業後、日
本体育大学へ進学。スポーツ店勤務
や県庁臨時職員を経て、趣味のイン
テリアを仕事にしようと2008年4
月、アルバイトとしてマックスプラス
入社。現在、正社員として活躍中。

仲里 裕貴さん

こ
れ
ま
で
と
全
く
違
う
こ
と
が
し
た

く
て
、好
き
な
イ
ン
テ
リ
ア
の
分
野

を
志
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。部
屋
の
模
様
替

え
や
簡
単
な
D
I
Y
は
経
験
済
み
で
し
た

が
、仕
事
と
し
て
は
全
く
の
初
心
者
だ
っ
た

の
で
不
安
で
な
か
な
か
動
き
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。や
っ
と
一
年
前
に
現
在
の
職
場
の

ア
ル
バ
イ
ト
に
応
募
し
、勤
務
二
カ
月
で
正

社
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

九
時
半
に
出
勤
し
、清
掃
後
に
十
時

か
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
す
。そ
の
日

の
納
品
・
発
注
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、前
日
の
売

上
と
当
日
の
売
上
目
標
、人
員
の
出
欠
な
ど

を
確
認
し
ま
す
。商
品
の
前
出
し
や
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の「
商
品
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
」を
行
い
、十
時
半
よ
り
開
店
。夜
八
時

の
閉
店
ま
で
お
客
様
の
対
応
や
商
品
の
説

明
、在
庫
の
確
認
や
補
充
に
追
わ
れ
ま
す
。

男
性
社
員
は
大
型
家
具
の
運
搬
も
す
る
の

で
、結
構
重
労
働
で
す
！

商
品
に
愛
情
を
感
じ
、女
性
の「
か
わ

い
い
」と
い
う
感
覚
も
実
感
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。雑
貨
も
さ
ま
ざ
ま
な

見
せ
方
が
あ
り
、良
く
見
え
な
け
れ
ば
売
れ

ま
せ
ん
。買
う
立
場
か
ら
売
る
立
場
に
な
っ

て
周
り
の
意
見
も
参
考
に
し
つ
つ
、買
う
側

の
意
識
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。お
客
様
の
手
元
に
商
品
が
届
く
ま
で

に
い
ろ
い
ろ
な
人
の
想
い
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
イ
テ
ム
が
多
い
の
で
確
認
す
る
商

品
知
識
が
膨
大
で
す
。商
品
の
回
転

も
早
く
、補
充
や
陳
列
、P
O
P
制
作
な
ど

で
と
に
か
く
多
忙
で
す
。お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
さ
ぐ
る
た
め
に
趣
味
の
カ
フ
ェ
め
ぐ
り

や
雑
誌
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
参
考
に
し
ま
す
。自
分
の
意
図
が
お
客
様

に
伝
わ
っ
て
商
品
が
売
れ
た
り
、い
い
反
応

が
あ
っ
た
と
き
は「
よ
っ
し
ゃ
！
」と
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
ね
。

経
験
の
な
い
仕
事
で
は
す
べ
て
が

初
め
て
の
連
続
な
の
で
、売
上
が
落

ち
込
み
、ど
う
改
善
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

ず
悩
み
ま
し
た
。不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
中
、

「
と
に
か
く
楽
し
も
う
！
」「
な
ん
く
る
な
い

さ
」と
プ
ラ
ス
思
考
に
気
持
ち
を
チ
ェ
ン
ジ

し
ま
し
た
。目
標
と
す
る
先
輩
や
同
僚
の
支

え
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

体
育
会
系
な
の
で
あ
い
さ
つ
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、飲
み
会
は
全

部
出
席
で
す
！
笑
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
大
事
な
の
で
気
軽
に
話
し
か
け

ま
す
。閉
店
後
も
み
ん
な
で
新
し
く
入
荷
し

た
商
品
を
囲
ん
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。共
通

の
話
題
が
あ
る
と
楽
し
い
で
す
ね
。最
初
は

み
ん
な
初
心
者
な
の
で
、何
で
も
楽
し
む
こ

と
を
心
が
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。大
事

な
の
は「
好
き
」と
い
う
気
持
ち
で
す
！

ホームファニシングストア  マックスプラス古島店店長　中磯美佐枝さん

　財団法人雇用開発推進機構は、沖縄の勤労者と勤

労者をとりまく社会経済環境について、総合的な調査

研究を行い、その成果を活用し、本県の地域特性を活

かした雇用対策を推進することを目的として、県、市

町村、労働団体、経済団体が一体となって設立した公

益法人です。

　本県の雇用情勢の改善を図るため、今年度、県から

受託して実施する主な事業は以下のとおりです。

　子育て中で求職中の女性等を対象として、パソコン

基本操作やビジネスコミュニケーションなどの技術習

得・企業体験といった研修を行い、コールセンター等

への就職を支援する事業です。研修中、未就学児を預

かりますので、安心して受講できます。

　第1回目の講座は、平成21年6月1日から開始、年間

で5回の開催予定です。

　受講生は、講座開始の約1ヶ月前から募集します。

　◆パソコン基礎講座（5日間）、就職講座（18日間）

子育てママ就業支援
プログラム事業

　雇止め等で失業した者などに対し、事業所での作

業環境に適応させることを目的に、事業所において職

場訓練（最大3か月間）を実施する事業です。協力事業

所には訓練委託料（訓練生1人につき日額1,000円×最

大21日）を、訓練生には訓練手当（日額6,000円×最大

21日）を支給します。

　現在、協力事業所と訓練生を募集しています。

沖縄県緊急
ジョブトレーニング事業

　県内在住の核世代（40～44歳）の求職者を採用した

いと考えている企業に対し、常用雇用移行を前提とし

て試行雇用（最大3か月間）を実施する場合に、奨励金

（月額最大5万円）を支給する事業です。

　活用を希望する企業を随時募集しています。

　また、採用を予定している県内及び県外企業概ね

30社と核世代を中心とした求職中の方を結びつける

ための合同就職説明会を10月10日（土）に開催する予

定です。

核世代再チャレンジ
雇用支援事業

（財）雇用開発推進機構とは？



　

平
成
二
十
年
度
の
構
想
段
階
で
、那
覇
空
港
の

二本
目
の
滑
走

路
位
置
に
つ
い
て
滑
走
路
間
隔
一
三
一
〇
ｍ
案
が
選
定
さ
れ
、具

体
的
な
施
設
の
配
置
等
を
検
討
す
る
施
設
計
画
段
階
へ
移
行
し

ま
し
た
。

那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
案
の
決
定
に
向
け
て

（
構
想
段
階
の
結
果
報
告
）

【
調
査
段
階
か
ら
構
想
段
階
へ
】

お問い合わせ

　

那
覇
空
港
に
つ
い
て
は
、将
来
需
給
が

逼
迫
す
る
等
の
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、国
と
県
で
は
、平
成
十
五
年
度
か
ら
平

成
十
九
年
度
に
か
け
て
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ

ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト（
Ｐ
Ｉ

：

住
民
参
加
）の

手
法
を
取
り
入
れ
、「
那
覇
空
港
の
総
合
的

な
調
査
」を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、現
在
の
滑
走
路
一
本
の

ま
ま
で
は
、二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
五
年
度

頃
に
は
夏
季
を
中
心
に
旅
客
需
要
の
増
加

に
対
応
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
十
九
年
度
に
将
来
対
応
方

策
に
つ
い
て
実
施
し
た
Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
3

で
は
、滑
走
路
増
設
に
肯
定
的
な
意
見
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、平
成

二
十
年
度
は
、二
本
目
の
滑
走
路
の
概
ね

の
位
置
等
を
決
定
す
る「
構
想
段
階
」へ

移
行
し
ま
し
た
。

　

国
と
県
で
は
、構
想
段
階
の
検
討
に
あ

た
り「
那
覇
空
港
構
想
・
施
設
計
画
検
討

協
議
会
」を
設
置
し
、検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

お問い合わせ ●県交流推進課  TEL.098－866－2479　　FAX.098－866－2765 ●県交通政策課  TEL.098ー 866ー 2045　　FAX.098ー 866ー 2448

　

沖
縄
県
は
全
国
で
も
有
数
の
移
民
県
で
あ
り
、
戦
前
、
戦
後
を

通
じ
て
多
く
の
県
人
が
海
外
へ
移
住
し
て
き
ま
し
た
。今
日
で
は

海
を
渡
っ
た
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
国
際
交
流
の
架
け
橋
と
し
て

各
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

移
民
県
沖
縄
〜
北
米
沖
縄
県
人
会
創
立
百
周
年
〜

【
海
を
渡
っ
た
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
】

【
北
米
沖
縄
県
人
会
創
立
百
周
年
】

【
世
界
に
広
が
る
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
】 

　

沖
縄
の
海
外
移
民
の
歴
史
は
一
八

九
九（
明
治
三
十
二
）年
に
ハ
ワ
イ
へ

移
住
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、そ
の
後
も

続
々
と
海
を
渡
り
ま
し
た
。

　

異
境
の
地
に
お
い
て
は
多
く
の
苦

難
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
が
、互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
一
致
団
結
し
て

生
活
の
基
盤

を
確
立
し
、戦

前
に
お
い
て

移
民
先
か
ら

の
送
金
額
は

当
時
の
沖
縄

県
経
済
へ
相

当
な
貢
献
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、太
平

洋
戦
争
直
後

の
壊
滅
的
な

打
撃
を
被
っ

た
沖
縄
を
物

心
両
面
か
ら

支
え
た
の
も

移
民
先
か
ら

の
惜
し
み
な

い
支
援
で
し

た
。

　

今
日
に
お

け
る
沖
縄
の

発
展
は
こ
れ

ら
の
海
外
移

民
の
支
援
な

し
に
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
周
辺
の
県
人

が
集
ま
り
、互
い
の
親
睦
を
深
め
あ
う

目
的
で
沖
縄
県
人
会
が
設
立
さ
れ
た

の
が
一
九
〇
九
年
の
こ
と
で
す
。
以

来
、母
県
・
沖
縄
県
と
の
関
連
性
、あ

る
い
は
ル
ー
ツ
と
し
て
の
沖
縄
に
心

を
寄
せ
る
支
え
の
基
と
な
る
県
人
会

と
し
て
持
続
、発
展
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
、北
米
沖
縄
県
人
会
が
創
立
百
周

年
を
迎
え
ま
す
。

　

同
県
人
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
と

福
利
厚
生
の
増
進
を
図
る
の
み
な
ら

ず
、戦
後
の
沖
縄
復
興
支
援
を
は
じ
め

と
し
て
、現
在
も
現
地
に
て
沖
縄
文
化

や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
継
承
、沖
縄

と
の
連
絡
窓
口
と
い
っ
た
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

北
米
沖
縄
県
人
会
創
立
百
周
年
を

記
念
し
て
、米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊

で
は
八
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
に

か
け
て
、祝
賀
芸
能
公
演
、百
周
年
記

念
式
典
、沖
縄
文
化
祭
等
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

百
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目

に
、沖
縄
か
ら
多
く
の
県
民
が
参
加
す

　

現
在
、海
外
に
は
、四
世
や
五
世
な

ど
も
含
め
、約
三
十
六
万
人
も
の
沖
縄

県
系
人
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
が
幅
広
い
分
野
で
居
住

国
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、我

が
国
と
の
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
で
は
、海
外
県
系
人
と
の
連

携
・
協
力
が
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と

考
え
、「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
」を
開
催
す
る
な
ど
、世
界
的
な
ウ

チ
ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

構
想
段
階
Ｐ
Ｉ
で
は
、寄
せ
ら
れ
た
意

見
等
を
参
考
に
、増
設
滑
走
路
の
位
置
が

決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
県
民
等
の
関
心

が
高
く
、Ｐ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
3
の
約
一
・
四

倍
と
な
る
一
万
八
〇
二
五
人
の
方
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
、情
報
の
共
有

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
約
九
割
は
滑
走

路
増
設
に
関
す
る
意
見
で
、意
見
の
中
に

は
、自
然
環
境
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
意

見
や
需
要
の
伸
び
に
対
す
る
否
定
的
な

意
見
等
も
あ
っ
た
も
の
の
、滑
走
路
増
設

に
肯
定
的
な
方
か
ら
の
意
見
が
八
割
を

超
え
ま
し
た
。

【
構
想
段
階
か
ら
施
設
計
画
段
階
へ
】 

http://www.dc.ogb.go.jp/
Kyoku/information/
nahakuukou/index.htm

PI開始式（街頭配布）

PI説明会（名護市）

詳しくは、沖縄総合事務局
那覇空港プロジェクト室

ホームページ

米国においてのエイサー大会

世界で活躍するウチナーンチュ

北米沖縄県人会創立百周年記念ロゴ

事前調査段階

～平成14年度

調査段階
（那覇空港の
総合的な調査）

平成15～19年度

構想段階
将来対応方策を作成

施設計画段階
具体的な施設計画

設計段階

工事段階

供用段階

平成20年度

平成21年度～

【
構
想
段
階
Ｐ
Ｉ
と
主
な
意
見
】 

　

協
議
会
に
お
い
て
、滑
走
路
増
設
案
の

施
設
の
規
模
や
配
置
等
に
つ
い
て
詳
細

に
検
討
し
、二
本
の
滑
走
路
の
間
隔
が
一

三
一
〇
ｍ
の
案
と
八
五
〇
ｍ
の
案
の
二

案
を「
那
覇
空
港
構
想
段
階
Ｐ
Ｉ
の
た
め

の
レ
ポ
ー
ト
」に
取
り
ま
と
め
、平
成
二

十
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
一

年
二
月
六
日
ま
で
、構
想
段
階
Ｐ
Ｉ
を
実

施
し
ま
し
た
。

覇
空
港
の
将
来
対

応
方
策
と
し
て
、

滑
走
路
間
隔
一
三

一
〇
ｍ
が
選
定
さ

れ
、構
想
段
階
を

終
了
す
る
と
と
も

に
、次
の
段
階
で

あ
る
施
設
計
画
段

階
へ
移
行
し
ま
し

た
。今
後
は
、管
制

塔
な
ど
の
具
体
的

な
施
設
計
画
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
に
、協

議
会
で
の
検
討
内
容
及
び
Ｐ
Ｉ
で
寄
せ

ら
れ
た
県
民
等
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、那

る
こ
と
を
北
米
沖
縄
県
人
会
の
ウ
チ

ナ
ー
ン
チ
ュ
達
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

スペイン 7人

イギリス 32人

ドイツ 37人

ノルウェー 4人

フランス 60人

タイ 30人

ザンビア 20人

シドニー 12人
ペルー66,500人

メキシコ 800人

ボリビア 6,200人

台湾 35人

上海 35人

天津 13人

カナダ 1,400人
アメリカ合衆国 89,270人

（うちハワイ50,000人）

北京 33人

福建省 25人

香港 55人

グアム 250人

シンガポール 25人

インドネシア 38人

マレーシア 29世帯

フィリピン1,800人

ニューカレドニア15人

カナリー 4人

スウェーデン 1人

キューバ190人

ブラジル 169,000人

アルゼンチン 25,800人

人口表示記号

10,000人1,000人100人10人
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2009年6月各施設行事予定表

県立博物館・美術館

宮古分館

八重山分館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

県 立 図 書 館 情報
ひろば
情報
ひろば

県八重山平和祈念館

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくはホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　沖縄県ホームページ▶沖縄県の紹介▶広報（テレビ・広報誌等）

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
6 放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　11：30　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

　

６
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
２
ヵ

月
間
、県
内
各
地
の
海
岸
や
ビ
ー
チ
で
清
掃

や
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。暑
さ
対
策

を
行
い
、清
掃
活
動
へ
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

県
環
境
整
備
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
3
1

　

Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
事
務
局

　
（
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
環
境
防
災
課
）

　

☎
0
9
8
ー
8
6
1
ー
5
8
3
9

　

県
内
に
お
い
て
、福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

寄
与
す
る
取
組
み
や
活
動
を
行
っ
て
い
る

個
人
、団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
で
外
国
人
観
光
客
に
有
償
で
通
訳

ガ
イ
ド
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
地
域
限
定

通
訳
案
内
士
の
資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
第
１
次
試
験
日　

８
月
29
日（
地
理
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
30
日（
外
国
語
）

●
締
切　

６
月
19
日（
金
）

●
申
込
配
布
場
所　

県
観
光
企
画
課

●
受
験
手
数
料　

８
１
０
０
円

●
問
合
せ　

県
観
光
企
画
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
3

　

７
月
１
日
、平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス
｜

基
礎
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
全

国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が
調
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。調
査
票
が
届
き
ま
し
た

ら
、も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。情
報
の

保
護
も
徹
底
し
て
い
ま
す
の
で
、安
心
し
て

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

県
統
計
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
5
0

　

ダ
ム
の
貯
水
率
が
低
下
し
、
水
事
情
が

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
１
人
１
人
が
普
段
の

水
の
使
い
方
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
、
水

を
大
切
に
使
い
、
節
水
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

●
問
合
せ　

県
地
域
・
離
島
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
7
0

平
成
21
年
10
月
よ
り
、
個
人
住
民
税
の

公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き(

特
別
徴
収
制
度)

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
納
税
者

の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
と
徴
収
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
全
国
一
律
に
導
入
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
税
の
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
制
度
へ
の
ご
理
解
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の  

　

公
的
年
金
受
給
者
で
、
前
年
中
の
年
金  

　

所
得
に
対
す
る
個
人
住
民
税
の
納
税
義

　

務
の
あ
る
方

●
問
合
せ　

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
税
務

　

担
当
窓
口

　

先
の
大
戦
で
戦
没
さ
れ
た
方
の
御
霊
を

慰
め
る
と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

願
う
沖
縄
の
心
を
発
信
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
22
日（
月
） 

19
時
〜
20
時
半

●
場
所　

平
和
祈
念
堂（
糸
満
市
摩
文
仁
）

●
日
時　

６
月
23
日（
火
） 

9
時
〜
11
時
半

●
場
所　

糸
満
市
役
所
か
ら
平
和
祈
念
公
園

●
日
時

　

６
月
23
日（
火
）11
時
50
分
〜
12
時
40
分

●
場
所　

平
和
祈
念
公
園（
糸
満
市
摩
文
仁
）

●
問
合
せ　

県
福
祉
・
援
護
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
7
7

●
応
募
締
切　

７
月
３
日（
金
）

●
問
合
せ　

県
障
害
保
健
福
祉
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
9
0

　

農
山
漁
村
の
魅
力
あ
る
地
域
団
体
を
認

定
す
る「
沖
縄
、ふ
る
さ
と
百
選
」へ
の
推
薦

を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

７
月
31
日（
金
）

●
問
合
せ　

県
村
づ
く
り
計
画
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
6
3

　

九
州
芸
術
祭
文
学
賞
平
成
21
年
度
作
品

（
小
説
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
方

●
応
募
作
品　

小
説

　
（
未
発
表
作
品
１
編
に
限
る
）

●
応
募
条
件　

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

　

55
枚
か
ら
60
枚
ま
で

●
応
募
締
切　

８
月
31
日（
月
）

●
問
合
せ　

県
文
化
振
興
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
7
6
8

●
日
時　

６
月
23
日（
火
） 

9
時
〜
18
時

●
日
時　

６
月
23
日（
火
） 

13
時
〜
17
時

●
問
合
せ　

県
平
和
祈
念
資
料
館

　

☎
0
9
8
ー
9
9
7
ー
3
8
4
4

　

児
童
・
生
徒
の
平
和
に
関
す
る
図
画
・

作
文
・
詩
を
展
示
し
、
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
ま
す
。

●
開
催
場
所
・
期
間

　

県
平
和
祈
念
資
料
館

　

６
月
20
日（
土
）〜
７
月
８
日（
水
）

　

八
重
山
平
和
祈
念
館

　

７
月
14
日（
火
）〜
７
月
28
日（
火
）

　

県
民
ホ
ー
ル（
県
庁
１
階
）

　

８
月
10
日（
月
）〜
８
月
14
日（
金
）

●
問
合
せ　

県
平
和
祈
念
資
料
館

　

☎
0
9
8
ー
9
9
7
ー
3
8
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慰
霊
の
日
関
連
行
事

ま
る
ご
と
沖
縄

ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ
２
０
０
９

経
済
セ
ン
サ
ス
｜
基
礎
調
査

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

【
無
料
公
開
】

児
童
・
生
徒
の

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

【
沖
縄
戦
関
連
ビ
デ
オ
上
映
会
】

【
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
前
夜
祭
】

【
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
】

【
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
】

地
域
限
定
通
訳
案
内
士
試
験

沖
縄
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
功
労
者
表
彰
候
補
者
募
集

「
沖
縄
、
ふ
る
さ
と
百
選
」

推
薦
地
区
募
集

九
州
芸
術
祭
文
学
賞
作
品

（
小
説
）
募
集

に
向
け
て

　

み
な
さ
ん
は
、全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
ご
存
じ
で
す
か
？
実

は
、昭
和
三
十
八
年
に
新
潟
県
を
主
会
場
と

し
て
、
第
一
回
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
回
を
重
ね
、
来
年

の
沖
縄
大
会
が
第
四
十
八
回
目
の
大
会
と

な
り
ま
す
。
大
会
の
目
的
と
し
て
は
、
高

校
教
育
の
一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践

の
機
会
を
与
え
、
技
能
の
向
上
と
ス
ポ
ー

ツ
精
神
の
高
揚
を
図
り
、
心
身
と
も
に
健

全
な
高
校
生
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
高

校
生
相
互
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
一
二
〇
万
人
を
越
え
る
高
校
生

が
各
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
に
登
録
し
、

全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
て
日
々
練

習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、各

競
技
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
約
二
万
五
千

人
の
選
手
が
、
来
年
の
七
月
本
県
に
集
結

し
、
二
十
四
日
間
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

　

今
年
四
月
に
は
、「
美
ら
島
沖
縄
総
体

２
０
１
０
」
の
競
技
日
程
が
正
式
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
は
各
競
技
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
と
位
置
づ
け
て
、
県
内
各

地
で
本
番
さ
な
が
ら
の
競
技
及
び
運
営
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
競
技
日
程
に
つ

い
て
は
、「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

振り込め詐欺
北米沖縄県人会創立１００周年
日本一早い超早場米の生産
エコアクション２１

☎0980-72-2317

☎0980-82-2145

☎098-941-8200

☎0980-88-6161

◆ミニ展示「慰霊の日特集」
　6月1日(月)～6月29日 (月)　

◆写真展「宮古にみる戦跡」　
　6月3日(水)～6月29日 (月)　

◆郷土史研究会（６月定例会）
　６月18日（木）

◆ミニ展示「かっこいいぞお父さん」
　6月1日(月) ～ 6月15日 (月)　

◆戦争・平和に関する本の展示
　6月15日(月) ～ 6月29日 (月)　

6 日・7 日
13日・14日
20日・21日
27日・28日

◆美術館企画展
「豊潤の美を求めて　金城安太郎と高畠華宵展」
　６月28日（日）まで
　入場料：一般800円、高校生・大学生500円、
　　　　　小中学生300円

◆博物館企画展「新収蔵品展」
　６月28日（日）まで
　入場料：一般200円、高校生・大学生150円、
　　　　  小中学生100円

◆開館１０周年記念企画展
　「マラリアと戦争マラリア」展
　6月30日（火）まで

☆休館日：毎週火曜日、祝日
　http://www.library.pref.okinawa.jp/

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

☆休館日：毎週月曜日

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」通
信
○2

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度
に
つ
い
て

県
平
和
祈
念
資
料
館

節
水
の
ご
協
力
に
つ
い
て

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

6月1日（月）大会開催まで、あと

日
です

423

http://www-edu.pref.
        okinawa.jp/kousoutai/

大会公式HPはこちら



大 宜 味 村

輝
け
　

わ
し
た
島
の
未
来

！

大
宜
味
に
し
か
な
い
魅
力
に

気
づ
き
、発
信
し
た
い
！

産
官
学
の
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
で

め
ざ
す「
大
宜
味
村
の
活
性
化
」

「
大
宜
味
村
に
学
ぶ
！
」

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
ヒ
ン
ト

　

大
宜
味
村
は
那
覇
市
か
ら
北
へ
八
十
七

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、芭
蕉
布
の
産
地
で
あ
り
、

長
寿
や 

ぶ
な
が
や 

（
が
じ
ゅ
ま
る
の
木
精
）

の
里
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。東
シ
ナ
海

に
面
し
、面
積
の
七
割
以
上
が
森
林
と
い

う
自
然
の
宝
庫   

大
宜
味
村   

は
、豊
か
な

自
然
環
境
を
丸
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

「
来
て
も
ら
え
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、大

宜
味
は
空
気
の
美
味
し
さ
が
違
う
ん
で

す
」と
語
る
の
は
、大
宜
味
村
商
工
会
経
営

指
導
員
の
宇
根
哲
也
さ
ん
。村
の
有
志
た

ち
が
大
宜
味
村
を
活
性
化
し
た
い
と
模
索

し
て
い
る
そ
の
情
熱
と
考
え
に
賛
同
し
、商

工
会
で
何
か
お
手
伝
い
が
出
来
な
い
か
と

感
じ
た
こ
と
が
宇
根
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
参
加
へ
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

大
宜
味
に
し
か
な
い
野
鳥
の
さ
え
ず
り

や
波
音
、塩
屋
湾
や
水
田
の
美
し
い
風
景
、

四
季
の
花
々
や
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど
、視

覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
の
五
感
で
感

じ
る
大
宜
味
村
の
魅
力
を
引
き
出
し
、ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
時
間
や
澄
ん
だ
空
気
を
丸

ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
し
よ
う
と
考
え
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が「
大
宜
味
い
い
と
こ
見
つ
け
隊
」

で
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、平
成
二
十
年

度
沖
縄
県
地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
推
進
事
業

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
補
助
金
で
講
演

活
動
を
行
い
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
構
築
の
土
台

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
多
彩
な
人
材
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。大
宜
味
村
役
場
や
商
工
会
の
職

員
を
は
じ
め
、地
元
農
家
の
大
城
吉
範
さ

ん
、村
出
身
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
前
田
勇
憲
さ
ん
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

運
営
す
る
照
喜
名
恵
子
さ
ん
の
他
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
が
所
属
し
て
い
ま
す
。ま
た
、神

戸
で
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
会
社
を
経
営
し

て
い
る
中
森
光
彦
さ
ん
は
、五
年
前
に
仕

事
で
初
め
て
や
ん
ば
る
を
訪
れ
、大
宜
味

の
人
々
の
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
起

業
し
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
中
森
さ
ん
の
働
き
か
け
で
法
政
大

学
の
協
力
が
得
ら
れ
、産
官
学
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現

し
ま
し
た
。地
元
の
視
点
と
外
か
ら
の

視
点
を
大
切
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
八
月
か
ら
毎
月
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
ら
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
重
ね
た

結
果
、今
年
度
は
新
た
に
村
の
地
域
資
源
で

あ
る
農
産
物
を
使
っ
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

（
農
業
関
連
産
業
）に
挑
戦
し
ま
す
。減
農

薬
・
有
機
栽
培
に
よ
る「
安
心
・
安
全
な
食
の

提
供
」を
通
じ
て
村
の
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
り
、地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

「
大
宜
味
に
は
、赤
土
大
根
や
地
元
の
筍

チ
ン
ブ
ク
、シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
な
ど
質
の
い
い

農
産
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、い
い
も

の
を
作
る
だ
け
で
な
く
大
宜
味
の
イ
メ
ー
ジ

を
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
」と
話
す
大
城
さ

ん
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
で
イ
メ
ー

ジ
醸
成
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
宜
味
村
の
自
然
を
活
用
し
た

ヒ
ー
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
に
着
目
し
て
い
る
照

喜
名
さ
ん
は
、「
海
や
山
以
外
に
も
、目
に
見

え
な
い
風
、香
り
や  

ぶ
な
が
や  

な
ど
、精
神

　

三
カ
月
前
に
職
場
の
先
輩
か
ら

頂
い
た
ペ
ア
の
カ
ブ
ト
ム
シ
幼
虫
。

白
く
て
丸
っ
こ
い
愛
嬌
の
あ
る
姿

に
娘
二
人
と
も
大
変
気
に
入
っ
て

く
れ
た
の
で
す
が
、や
が
て
両
方
と

も
立
派
な
成
虫
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、

「
ゴ
キ
ブ
リ
み
た
い
で
怖
い
」と
い
う

こ
と
で
一
切
触
ろ
う
と
も
し
ま
せ
ん

（
お
い
）。そ
ん
な
哀
れ
な
カ
ブ
ト
ム

シ
で
す
が
、今
日
も
元
気
に
虫
か
ご

の
中
を
動
き
回
っ
て
ま
す（
笑
）。
　

 

　
　
　
　
　
　
　

   

（
T
a
k
o
）

　

G
W
に
、レ
ン
タ
カ
ー
を
使
っ
て

東
北
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。予

想
通
り
と
い
う
か
そ
れ
以
上
の
大

渋
滞
。そ
こ
で
気
づ
い
た
の
が
、ブ

レ
ー
キ
を
踏
む
時
に
は
、ど
の
車
も

ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
る

事
。最
初
は
、何
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、な
る
ほ
ど
高
速
道
路

の
急
ブ
レ
ー
キ
に
よ
る
追
突
事
故

を
防
ぐ
警
告
だ
っ
た
ん
で
す
。高
速

道
路
の
ル
ー
ル
を
勉
強
で
き
た

G
Wで
し
た
。
　
　

  

（
m
o
m
o
）
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●表紙 写真・島袋常貴／
　産地の梅を活用した
　アグリビジネスを展開（大宜味村）

大
宜
味
の
空
気
を
丸
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
大
宜
味
い
い
と
こ
見
つ
け
隊
」

前列左から、沖縄県観光商工部・新垣さん、照喜名さん、観光商工部・兼島さん、
後列左から、観光商工部・富永さん、前田さん、中森さん、大宜味村商工会・仲井間さん、大城さん、商工会・宇根さん

① ヒーリングスポットとしても人気の 「喜如嘉の七滝」
② 大宜味村指定有形文化財「猪垣」を巡るグリーンツーリズム
③ 大宜味村特産物のシークヮーサーを有機栽培
④ 大宜味村特産物の赤土大根を使ったアグリビジネスを計画

“

“

質
の
良
い
農
産
物
を

「
新
・
大
宜
味
ブ
ラ
ン
ド
」へ

“

“

“

“

文
化
の
高
さ
を
活
用
し
た
次
世
代
へ
受
け

継
ぐ
新
た
な
産
業
作
り
が
必
要
で
す
。み
ん

な
の
共
通
の
想
い
を
確
認
で
き
て
活
動
の

範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

「
大
宜
味
が
好
き
」「
み
ん
な
で
や
れ
ば
出
来

る
」「
一
緒
に
何
か
を
創
れ
る
こ
と
が
誇
り
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
熱
く
語
る
メ
ン

バ
ー
。そ
の
活
気
と
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
に

大
宜
味
の
元
気
の
源
が
あ
り
ま
し
た
。

・
村
の
外
か
ら
の
知
恵
や
視
点
が
大
切

・
お
い
し
い
空
気
や
集
落
の
方
言
、

   

機
織
の
音
な
ど
見
え
な
い
も
の
も  

資
源 

・
産
官
学
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
コ
ラ
ボ
で

  

村
民
意
識
が
向
上

い　

ぎ　

み

い
　

ぎ
　

み

“

“

① ②

③ ④

① ②

③ ④


